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　秋も深まり山々は紅葉のピークを迎え、内陸線の車窓
からは錦秋の渓谷や山の風景が広がります。萱草駅から
笑内駅方向へ約800ｍ、阿仁川に架かる大又川橋梁から
の眺めは内陸線絶景ポイントのひとつ。内陸線は、速度
を落とし橋梁を通過します。（10月21日撮影）
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産
業
祭
は
、
市
全
体
の
地
場
産
業
の
振
興
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
や
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
作
る
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
昨
年
は
第
１
３
３
回
秋
田
県
種

苗
交
換
会
が
当
市
を
会
場
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら

２
年
ぶ
り
の
開
催
で
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。　

　
会
場
の
鷹
巣
体
育
館
に
は
、
開
場
の
午
前
10
時

前
か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
、
ス
テ
ー
ジ
前
で

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に

産
業
祭
会
長
の
虻
川
広
見
副
市
長
が
「
今
年
は
年

明
け
の
大
雪
に
始
ま
り
、
夏
の
集
中
豪
雨
等
異
常

気
象
の
影
響
に
よ
り
農
作
物
の
生
育
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
農
業
に
携
わ
る
方
々
の
ご
労
苦
に
よ

り
立
派
な
作
物
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
3
月
の

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
元
気
の
出
る
イ
ベ

ン
ト
や
日
本
中
か
ら
元
気
を
発
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
日
間
で
あ
り
ま
す
が
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
北
秋
田
市
か
ら

被
災
地
の
方
々
へ
大
き
な
元
気
を
発
進
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
今
日
、
明
日
の
２
日
間
、
お
楽
し

み
い
た
だ
き
な
が
ら
今
後
の
北
秋
田
市
の
産
業
、

農
業
を
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
な
が
ら
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
と
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
農
畜
産
物
品
評
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

出
品
２
６
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
壱
等
賞
10
点
、

弐
等
賞
20
点
、
参
等
賞
24
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、津
谷
市
長
、佐
藤
吉
次
郎
市
議
会
議
長
、

近
藤
健
一
郎
県
議
会
議
員
、
北
林
丈
正
県
議
会
議

員
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
。
こ
の
う
ち
、
津
谷

市
長
は
「
産
業
祭
は
農
作
物
の
み
な
ら
ず
製
造
業
、

商
工
業
を
含
め
す
ば
ら
し
い
も
の
を
北
秋
田
市
で

作
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
た
だ
く
、
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
業
、

商
工
業
の
皆
さ
ん
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
こ
の

北
秋
田
市
を
も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。
こ
の
産
業
祭
の
期
間
を
通
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
北
秋
田
市

の
す
ば
ら
し
さ
と
北
秋
田
市
の
良
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
場
内
で
は
、Ｊ
Ａ
農
産
物
展
示
品
評
会
、
事
業

者
に
よ
る
製
品
の
展
示
や
販
売
、
今
年
開
校
し
た

秋
田
北
鷹
高
等
学
校
の
学
校
活
動
の
紹
介
、
秋
田

内
陸
線
や
大
野
台
工
業
団
地
の
Ｐ
Ｒ
、
鷹
巣
技
術

専
門
校
の
展
示
、
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
に
よ
る
建

築
技
能
大
会
課
題
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
坊
沢
営
農
組
合
の
「
と
う
ふ
早
食
い

大
会
」、鷹
巣
菓
子
工
業
組
合
に
よ
る「
お
菓
子
銘

柄
あ
て
ク
イ
ズ
」、「
民
謡
シ
ョ
ー
」、北
秋
田
市
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
本
城
奈
々
さ
ん
、

も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
翔
子
さ
ん
の「
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
」な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ブ
体
育
館
と
屋
外
の
テ
ン
ト
村
で
は

「
び
っ
く
り
商
業
祭
」
が
開
か
れ
、
農
産
物
や
お

菓
子
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
が
格
安
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
食
堂
や
比
内
地
鶏
焼
き
鳥
ふ
る
ま
い
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

「
い
い
も
の
発
見　
笑
顔
で
発
進　
が
ん
ば
ろ
う
北
秋
田
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
５
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
10
月
22・
23
日
の
２
日
間
、

鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
農
・工・商
全
般
に
わ
た
る
展
示
品

の
観
覧
や
特
産
品
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
５
回
北
秋
田
市
産
業
祭

第
５
回
北
秋
田
市
産
業
祭

北
秋
田
の
元
気
な
産
業
が
一
堂
に
集
結

北
秋
田
の
元
気
な
産
業
が
一
堂
に
集
結

北
秋
田
の
元
気
な
産
業
が
一
堂
に
集
結

大勢の来場者で賑わった第５回産業祭大勢の来場者で賑わった第５回産業祭
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▲秋田北鷹高等学校のブース

▼
▼

▲▲サブ体育館や
屋外テント村では
｢びっくり商業祭」

農畜産物品評会に出品された見事な農産物農畜産物品評会に出品された見事な農産物

「
坊
沢
営
農
組
合
」
主
催
の
と
う
ふ
早

食
い
競
争
（
子
供
の
部
）

行
列
が
で
き
た
比
内
地
鶏
焼
き
鳥
ふ

る
ま
い
コ
ー
ナ
ー

　警察広報ブースで記念写真

北秋田市長賞受賞のきゅうり
（金田悦子さん生産・上）と
山の芋（布田舞子さん生産・下）

▼

▲北秋田市産業祭農畜産物品評会で壱等賞を
　受賞者されたみなさん
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▲男子 100 キロの部で優勝の加山幸治さん（埼玉県）と
　女子 100 キロの部で優勝の石井りみ子さん（秋田県）

▲ゴール付近では綴子大太鼓の演奏でランナー
　を出迎えました

▲子どもたちがランナーとタッチして応援
　（仙北市西木町）

▲冷たいタオルでランナーを出迎え（ＪＡあき
　た北央前エイド）

第
21
回 

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

秋
の
内
陸
路
か
ら
「
元
気
と
笑
顔
」
を
発
信

１
０
０
キ
ロ
の
部

午
前
５
時
仙
北
市
角
館
を
ス
タ
ー
ト

１
０
０
キ
ロ
の
部

午
前
５
時
仙
北
市
角
館
を
ス
タ
ー
ト

　
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
21

回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

９
月
25
日
、
仙
北
市
角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣

ま
で
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
１
０
０
キ
ロ
、
50

キ
ロ
の
各
部
門
で
全
国
か
ら
参
加
し
た
鉄
人
ラ

ン
ナ
ー
が
黄
金
色
の
稲
穂
が
揺
ら
ぐ
内
陸
路
を

力
走
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
秋
田
内
陸
部
住
民

の
温
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
さ
を
全
面
に

出
し
、
豊
か
な
自
然
を
売
り
出
し
な
が
ら
地
域

活
性
化
を
図
り
、
全
国
に
「
元
気
と
笑
顔
」
を

発
信
し
よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
１
０
０
キ
ロ
の
部
（
角
館
〜

鷹
巣
）
に
１
１
５
８
人
、
50
キ
ロ
の
部
（
比
立

内
〜
鷹
巣
）
に
３
２
６
人
の
計
１
４
８
４
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

１
０
０
キ
ロ
の
部
は
午
前
５
時
に
仙
北
市
の

角
館
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
、
50
キ
ロ
の
部

は
午
前
11
時
に
阿
仁
比
立
内
を
ス
タ
ー
ト
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
コ
ー
ス
を
北
上
、
北
秋
田
市
交

流
セ
ン
タ
ー
前
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
男
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
で
優
勝
し
た
の
は
、

第
19
回
大
会
で
優
勝
し
、
昨
年
も
２
位
に
入
賞

し
て
い
る
埼
玉
県
の
加
山
幸
治
さ
ん
（
38
歳
）。

タ
イ
ム
は
７
時
間
14
分
52
秒
で
昨
年
の
自
己
の

タ
イ
ム
を
更
新
し
て
２
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
女
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
で
優
勝
し
た

の
は
、
秋
田
県
の
石
井
り
み
子
さ
ん
（
47
歳
）。

タ
イ
ム
は
８
時
間
59
分
46
秒
で
し
た
。
石
井
さ

ん
も
昨
年
は
２
位
で
、
今
回
は
見
事
に
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
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▲殿様も走る100キロマラソン（阿仁荒瀬）

▲50kmの部、午前11時阿仁比立内をスタート

▲各エイドステーションでは、ボランティアスタッ
　フが大会をサポート（森吉庁舎前エイド）

▲100キロを走り抜き、愛娘と一緒にゴールするラ
　ンナー

22
55
69
87
96
112
144
191
215
223
230
253
327
328
344
357
402
419
421
437
445
459
473
487
500
539
545
556
606
615
623
628
648
655

6
10
12
22
32
39
40
47
52
55
56
57
61
68
77
79
82
98
100
103
105
113
118
123
127
130
132
133
137
138
139
140
143
145

50キロの部
順位 氏　名順位 氏　名

■■■北秋田市の完走者成績一覧■■■

堀 田 智 宏
櫻 田 雅 人
三日田和彦
伊 東 範 光
工 藤 博 幸
松 橋 真 幸
渡部健一郎
木 村 浩 悦
永 坂 洋 男
高 橋 孝 典
田中圭一郎
櫻 田 光 弘
成 田 孝 治
櫻 田 雄 大
野 呂 康 一
桜庭みちえ
柴 田 誠 一
金 澤 　 守
斉 藤 　 聡
堀 内 清 輝
佐 藤 博 之
春 日 昭 美
安 井 康 弘
出 川 　 修
梅田　正弘
仙北谷　彰
冨 谷 和 史
藤 島 正 志
金 澤 聡 志
三 沢 晃 一
長 岐 孝 生
多賀谷重毅
澤 藤 　 晃
戸 沢 元 継

堀 井 健 康
片 岡 　 透
白 渡 恭 兵
月 居 克 夫
簾 内 　 翔
佐 藤 康 博
掘内美香子
松 橋 康 浩
蒲 　 芳
堀 井 七 恵
吉田喜代志
佐 藤 雅 彦
三 澤 民 男
鈴 木 政 行
小 塚 儀 彦
木 村 優 希
柴 田 和 久
片 岡 恵 太
佐 藤 永 尚
斉 藤 定 雄
三 澤 大 樹
山 田 淳 貴
松 橋 康 陽
進 藤 久 裕
勝 又 立 雄
大 川 茂 光
堀 内 清 美
三 沢 茂 孝
松橋美津代
加賀谷孝樹
三 浦 悠 樹
工 藤 　 元
宮 野 優 悦
工 藤 信 仁

147
148
151
159
161
162
165
167
171
172
174
176
188
189
196
201
203
204
205
209
212
215
218
220

松 尾 英 樹
成田めぐみ
笠 井 　 郁
長 崎 有 夏
吉 田 　 忍
吉 田 敏 明
相 馬 大 晴
小 坂 知 佳
成 田 昌 克
津 谷 侑 希
庄 司 隆 生
三 沢 幸 美
田 中 宏 明
石 上 裕 貴
見 澤 祐 輔
小 田 敬 典
鈴 木 博 喜
加 藤 昌 平
佐 藤 元 彦
清 水 　 一
吉田登美治
鈴 木 貴 憲
畠 山 博 樹
川 口 正 光

100キロの部
順位 氏　名

総合順位を掲載しています（氏名の色文字は女性）

■出走者
　　男性
　　女性
■完走者
　　男性
　　女性
■完走率

1158人
989人
169人
666人
576人
90人
57.5％

■出走者
　　男性
　　女性
■完走者
　　男性
　　女性
■完走率

326人
228人
98人
227人
169人
58人
69.6％

100キロの部

50キロの部

　
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
21

回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

９
月
25
日
、
仙
北
市
角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣

ま
で
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
１
０
０
キ
ロ
、
50

キ
ロ
の
各
部
門
で
全
国
か
ら
参
加
し
た
鉄
人
ラ

ン
ナ
ー
が
黄
金
色
の
稲
穂
が
揺
ら
ぐ
内
陸
路
を

力
走
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
秋
田
内
陸
部
住
民

の
温
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
さ
を
全
面
に

出
し
、
豊
か
な
自
然
を
売
り
出
し
な
が
ら
地
域

活
性
化
を
図
り
、
全
国
に
「
元
気
と
笑
顔
」
を

発
信
し
よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
１
０
０
キ
ロ
の
部
（
角
館
〜

鷹
巣
）
に
１
１
５
８
人
、
50
キ
ロ
の
部
（
比
立

内
〜
鷹
巣
）
に
３
２
６
人
の
計
１
４
８
４
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

１
０
０
キ
ロ
の
部
は
午
前
５
時
に
仙
北
市
の

角
館
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
、
50
キ
ロ
の
部

は
午
前
11
時
に
阿
仁
比
立
内
を
ス
タ
ー
ト
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
コ
ー
ス
を
北
上
、
北
秋
田
市
交

流
セ
ン
タ
ー
前
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
男
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
で
優
勝
し
た
の
は
、

第
19
回
大
会
で
優
勝
し
、
昨
年
も
２
位
に
入
賞

し
て
い
る
埼
玉
県
の
加
山
幸
治
さ
ん
（
38
歳
）。

タ
イ
ム
は
７
時
間
14
分
52
秒
で
昨
年
の
自
己
の

タ
イ
ム
を
更
新
し
て
２
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
女
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
で
優
勝
し
た

の
は
、
秋
田
県
の
石
井
り
み
子
さ
ん
（
47
歳
）。

タ
イ
ム
は
８
時
間
59
分
46
秒
で
し
た
。
石
井
さ

ん
も
昨
年
は
２
位
で
、
今
回
は
見
事
に
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。



6

　
市
立
鷹
巣
中
学
校
（
伊
東
篤
校
長
、
生

徒
数
３
４
４
人
）
の
駅
伝
チ
ー
ム
の
み
な

さ
ん
が
10
月
３
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津

谷
市
長
に
全
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で

男
女
優
勝
と
東
北
・
全
国
大
会
出
場
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
駅
伝
チ
ー
ム
は
９
月
25
日
、
秋

田
市
雄
和
の
県
立
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
内
で
行
わ
れ
た
全
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
で
、
男
子
が
22
年
ぶ
り
５
度
目

の
優
勝
、
女
子
が
９
年
ぶ
り
４
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、
伊
東

校
長
と
田
中
一
也
監
督
、
男
子
５
人
、
女

子
５
人
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
。
津
谷
市
長

は
「
男
女
と
も
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
成
績
で
市
民
の
方
々

も
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
す
。
東
北
大
会

や
全
国
大
会
で
も
体
調
を
万
全
に
し
て
、

全
県
大
会
で
見
せ
た
実
力
を
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

　
男
子
チ
ー
ム
の
伊
藤
篤
也
主
将
（
３

年
）
は
「
去
年
の
全
県
駅
伝
の
悔
し
さ
、

そ
し
て
、
東
北
駅
伝
で
勝
っ
た
自
信
を
今

回
の
大
会
に
す
べ
て
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
、
女
子
チ
ー
ム
の
成
田
利

奈
主
将
（
３
年
）
は
「
男
女
と
も
１
、
２

年
生
の
時
に
は
、
本
当
に
悔
し
い
思
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
男
女
11
人
の
区
間
で
堅
実
に
出
し
切

る
事
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会
に
つ

い
て
伊
藤
主
将
は
「
目
標
に
し
て
き
た
の

で
、
自
分
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
明
確

に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」、
成
田

主
将
は
「
こ
れ
か
ら
東
北
全
国
に
向
け
て

チ
ー
ム
の
土
台
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
北
中
学
校
駅
伝
大
会
は
11
月
４
・
５

日
に
青
森
県
東
北
町
で
、
全
国
中
学
校
駅

伝
大
会
は
12
月
17
・
18
日
山
口
県
山
口
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。 　
　

全県中学校駅伝大会優勝を報告／スポーツ選手活用体力向上事業

▲津谷市長に全県大会の成績を報告する鷹巣
中学校駅伝チームのみなさん

全
県
中
学
校
駅
伝
大
会
優
勝
を
報
告

鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
、男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

　
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力

向
上
事
業
が
10
月
13
日
、
鷹
巣
体
育
館
で

開
か
れ
、
鷹
巣
中
央
保
育
園
（
長
崎
房
子

園
長
、
園
児
1
1
5
人
）
の
年
中
年
長
の

園
児
44
人
が
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
招

い
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
体
を
動
か
す
こ
と

の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
遊
び

を
取
り
入
れ
た
様
々
な
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
る

と
と
も
に
、
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
む

生
活
習
慣
と
体
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
・
公
益
財
団

法
人
日
本
体
育
協
会
「
子
ど
も
の
体
力
向

上
啓
発
事
業
」の
一
環
と
し
て
、市
教
育
委

員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
、
2
0
0
4
年
の
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本

代
表
の
楠
田
香
穂
里
さ
ん
（
37
歳
、
旧
姓

は
川
上
）。
宮
崎
県
立
小
林
高
校
を
経
て

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
に
入
社
し
、
主
力
と

し
て
チ
ー
ム
の
黄
金
時
代
に
貢
献
。
全
日

本
の
代
表
に
選
出
さ
れ
、
世
界
選
手
権
な

ど
国
際
大
会
に
も
出
場
し
、
1
9
9
8
年

ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
現
在
は
共
栄
大
学
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
楠
田
先
生
の
指
導
の
も
と
、

園
児
た
ち
は
準
備
体
操
や
ジ
ャ
ン
プ
な
ど

で
体
を
温
め
た
あ
と
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
体
験
。
会
場
に
は
元
気

な
声
が
響
き
わ
た
り
、
園
児
た
ち
は
楽
し

く
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　
楠
田
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
っ
て
も
上
手

で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
練
習
す
れ
ば
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
で
き
な
か
っ
た

子
も
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

お
う
ち
に
帰
っ
た
ら
今
日
の
遊
び
を
お
う

ち
の
人
と
一
緒
に
や
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
今
日
は
短
い
時
間
で
し
た
が
、
み
ん

な
と
遊
ん
で
先
生
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

園
児
た
ち
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲楠田さん（右）指導のもと、ボールを使った
遊びやゲームでスポーツを体験した園児たち

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

広報きたあきた　２３．11．１
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
10
月
５

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
９
月
定

例
会
の
報
告
や
市
の
Ｐ
Ｒ
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
先
月『
n
i
d（
ニ
ド
）』
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
雑
誌
に
内
陸
線
沿

線
の
特
集
ペ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
、
今
度
は

女
性
雑
誌
『
ミ
セ
ス
』
を
購
読
さ
れ
て
い

る
会
員
の
方
々
に
送
付
さ
れ
る
通
販
カ
タ

ロ
グ
に
あ
き
た
北
央
農
協
が
取
り
組
ん
で

い
る
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
な
ど
が
数
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
北
秋
田
市
の
観
光
や
特
産
品
が
ひ

ろ
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
今
後
の
観
光
客
の
誘
客

と
商
品
の
販
路
拡
大
、
北
秋
田
市
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
『
お
と
な
の
休

日
ク
ラ
ブ
ジ
パ
ン
グ
』
の
会
員
に
配
布
し

て
い
る
情
報
誌
の
９
月
号
に
は
、
森
吉
山

の
紅
葉
や
安
の
滝
、
小
又
峡
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
16
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ニ

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

関
係
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
リ
ア
の
新
幹
線
の

座
席
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
旅
の
情
報
誌
に

も
マ
タ
ギ
文
化
や
奥
阿
仁
、
内
陸
線
が
23

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
９
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
総
合
テ
レ
ビ
の

『
小
さ
な
旅
』
と
い
う
全
国
放
送
の
番
組

に
内
陸
線
を
中
心
と
し
た
北
秋
田
市
が
紹

介
さ
れ
る
な
ど
紅
葉
の
時
期
を
迎
え
北
秋

田
市
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
月
15
・
16

日
に
開
催
さ
れ
る
板
橋
区
民
祭
り
や
三
鷹

市
姉
妹
友
好
市
町
村
わ
く
わ
く
交
流
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
市
の

特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
の
魅
力
が
い
ろ
ん

な
メ
デ
ィ
ア
通
じ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
関
係
事
業
者
、
団
体
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
接
遇
レ
ベ
ル
の
向
上
な
ど

受
入
体
制
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲記者会見で市を紹介した掲載誌などを説明
する津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

雑
誌
掲
載
な
ど
で
市
を
Ｐ
Ｒ

◇
９
月
16
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

広報きたあきた　２３．11．１

９
月
18
日（
日
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
鷹
巣
地
区
敬
老
式（
中
央
公
民
館
）

21
日（
水
）▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
阿
仁
部
総
決
起
集
会（
森
吉
庁
舎
）

22
日（
木
）▽
韓
国
・
秋
田
文
化
観
光
交
流
の
夕
べ（
秋
田
市
）

24
日（
土
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
１
大
会
前
夜
祭（
仙
北
市
）

25
日（
日
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
１
大
会
後
夜
祭（
交
流
セ

ン
タ
ー
）

26
日（
月
）▽
鷹
巣
中
央
地
区
自
治
会
長
協
議
会
、行
政
協
力
委
員
会
市
長
と
語
る
会

（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

10
月
1
日（
土
）▽
平
成
23
年
度
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
総
会（
富
山
県
小
矢
部
市
）

      　
　
▽
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
i
n
お
や
べ（
富
山
県
小
矢
部
市
）

３
日（
月
）▽
秋
田
魁
新
報
社
大
館
支
社
設
立
パ
ー
テ
ィ
ー（
大
館
市
）▽
鷹
巣
中
学
校

全
県
駅
伝
大
会
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
報
告（
本
庁
舎
）▽
全
国
臨
書
摸
刻
展
受
賞
報

告（
本
庁
舎
）

４
日（
火
）▽
第
１
５
７
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
横
手
市
）

５
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
総
会（
北
欧

の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

６
日（
木
）▽
民
主
党
、国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動（
東
京
都
）▽
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー

in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ（
東
京
都
）▽
中
華
民
国
１
０
０
周
年
国
慶
節
祝
賀
レ
セ
プ

シ
ョ
ン（
東
京
都
）

７
日（
金
）▽
農
林
水
産
省
、林
野
庁
へ
の
要
望
活
動（
東
京
都
）

９
日（
日
）▽
東
京
圏
あ
に
会
第
25
回
記
念
総
会
・
懇
親
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ

ン
タ
ー
）

11
日（
火
）▽
日
沿
道　
平
成
23
年
度
秋
期
合
同
要
望
活
動（
能
代
市
）

12
日（
水
）▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
秋
田

市
）▽
秋
田
県
北
部
市
議
会
連
絡
協
議
会
懇
親
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

13
日（
木
）▽
第
１
５
９
回
東
北
市
長
会
総
会（
山
形
県
上
山
市
）
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▲参加者がアユやななどを楽しんだ「親子
で伝統川漁体験」

小猿部川で伝統川漁を楽しむ ●親子で伝統川漁体験

▲地元の旬の野菜やきのこなどが販売さ
れた「阿仁のぅめ～もん祭り」

旬の味覚やイベントで賑わう ●阿仁のぅめ～もん祭り

▲ボランティアなどが参加し秋季クリーン
アップが実施される

不法投棄されたゴミを一掃 ●美しいふるさと北秋田秋季クリーンアップ

広報きたあきた　２３．11．１

　
「
親
子
で
伝
統
川
漁
体
験
」
が
９
月
25
日
、

小
猿
部
川
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
20
組
の
親

子
40
人
が
川
の
恵
み
を
味
わ
い
な
が
ら
伝
統

川
漁
を
学
び
ま
し
た
。

　
日
頃
、
川
遊
び
が
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
伝
統
的
な
川
漁
を
体
験
す
る
こ
と
で

川
漁
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
然
と
人
間
の
共

生
の
大
切
さ
や
河
川
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
鷹
巣
漁
業
協
同
組
合

（
湊
屋
啓
二
組
合
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
は
、
小
猿
部
川
の
脇
神
橋
か
ら
下
流

へ
２
０
０
ｍ
の
ア
ユ
や
な
場
。
参
加
者
は
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ア
ユ
が
産
卵
の
た
め

に
上
流
か
ら
下
り
て
く
る
と
こ
ろ
を
つ
か
ま

え
る
「
ア
ユ
や
な
漁
」、
か
ご
に
餌
を
入
れ
て

川
ガ
ニ
を
つ
か
ま
え
る
「
川
ガ
ニ
か
ご
漁
」、

「
定
置
網
漁
」、「
投
網
漁
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
域
の
秋
季
ク
リ
ー
ア
ッ
プ
事
業

が
10
月
６
日
、
旧
森
吉
ス
キ
ー
場
登
板
道
路

な
ど
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
40
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の

撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
風
か
お
る
緑
豊
か
な
秋
田

を
将
来
に
継
承
す
る
た
め
、
北
秋
田
の
主
要

道
路
で
あ
る
国
道
２
８
５
号
線
及
び
市
村
道

沿
い
な
ど
を
関
係
団
体
、
市
村
及
び
県
が
一

体
と
な
っ
て
ク
リ
ー
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
北
秋

田
地
域
不
法
投
棄
一
掃
地
域
協
議
会
（
会

長
：
長
谷
部
勝
北
秋
田
地
域
振
興
局
長
）
が

春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
森
吉
地
区
で
の
不
法
投
棄
箇
所
で
は
、
家

電
や
タ
イ
ヤ
、
瓶
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
山
沿
い
の
急
斜
面
を
足
元
に
注
意

し
な
が
ら
拾
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
「
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
」が
10
月
８・
９
日
、

秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前
を
メ
イ
ン
会
場
に
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が

旬
の
味
覚
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
阿
仁
合
駅
前
周
辺
の

賑
わ
い
と
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
秋
田
内

陸
線
の
利
用
を
促
進
し
よ
う
と
、
阿
仁
合
駅

前
周
辺
活
性
化
実
行
委
員
会
、
下
町
商
店
振

興
会
、北
秋
田
市
、市
商
工
会
な
ど
に
よ
る「
阿

仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
実
行
委
員
会
」（
石
田

一
男
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
地
元
の
野
菜
や
山
菜
の
水
煮
、

キ
ノ
コ
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
ぅ
め
〜

鍋
と
し
て
「
き
の
こ
汁
」
や
「
け
の
汁
」、

「
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
」、「
ス
ジ
肉
煮
込
」が
用
意
さ
れ
、

阿
仁
合
駅
に
降
り
た
観
光
客
や
家
族
連
れ
な

ど
が
旬
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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▲地元阿仁で開かれた東京圏あに会創立２５
周年記念合同ふるさと会

ふるさと料理と郷土芸能でおもてなし ●東京圏あに会創立25周年記念
合同ふるさと会

▲運動メニューとしてバランスボールでの
実技指導

笑いで元気に健康づくり ●健康・スポーツフェスタ2011

▲約２００人の市民が参加して盛り上がっ
た北秋田市民運動会

スポーツの秋、市民参加の大運動会 ●第２回北秋田市民運動会

広報きたあきた　２３．11．１

　
第
２
回
北
秋
田
市
民
運
動
会
が
10
月
16
日
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
を
会
場
に
、
約
２
０
０
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
会
場
に
は
大
き
な
歓
声

や
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、
地
域
住
民
が
参
画
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
北
秋
田
市
の
若
者
で
構
成
す
る
北

秋
田
市
若
者
会
議
（
三
浦
昌
幸
会
長
）
が
企

画
、
運
営
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
が
始
ま
る
と
、
降
っ
て
い
た
雨
も
や

み
青
空
の
下
で
の
運
動
会
と
な
り
、
参
加
者

は
短
距
離
走
や
長
距
離
走
、
障
害
物
競
走
な

ど
用
意
さ
れ
た
競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
歓
声
や
声
援
が
飛
び
交
い
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
が
交

流
を
深
め
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
1
が
10
月
１
日
、
鷹
巣
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
３
０
０
人
の
市
民
が

健
康
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ス
タ
は
、
市
民
参
加
型
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ア
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
今

年
で
７
回
目
。「
ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日
運
動
」

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、「
笑
い
で
元
気
に
、

健
康
づ
く
り
」
と
題
し
、
落
語
家
の
桂
三
若
氏

の
講
演
が
あ
り
、
絶
妙
な
話
芸
に
会
場
か
ら
大

き
な
笑
い
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
食
育
コ
ー
ナ
ー
、
健

康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
・
救
急
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
で
は
、
来
場
者
が
健
康

に
関
す
る
知
識
を
学
ん
だ
り
、
保
健
師
に
よ

る
健
康
指
導
で
自
分
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
し
た
。

　
東
京
圏
あ
に
会
創
立
25
周
年
記
念
合
同
ふ

る
さ
と
会
が
10
月
９
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
員
や
地
元
阿
仁

地
区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
約
１
８
０
人
が
集

い
、
ふ
る
さ
と
の
料
理
や
郷
土
芸
能
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
毎
年
５
月
に
都
内
で
総
会
を
開
い
て
い
た

東
京
圏
あ
に
会
（
佐
藤
正
成
会
長
）
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
を
見
送
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
阿
仁
地
区
在
住
の
市
議
会
議
員

３
人
か
ら
「
ふ
る
さ
と
に
元
気
と
活
力
を
創

る
た
め
に
、
地
元
で
の
開
催
を
」
と
要
望
が

あ
り
、
東
京
圏
あ
に
会
、
秋
田
市
阿
仁
会
、

大
館
圏
阿
仁
町
会
、
北
秋
田
市
大
阿
仁
会
、

阿
仁
地
区
在
住
者
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の

で
す
。
地
元
阿
仁
で
の
合
同
ふ
る
さ
と
会
の

開
催
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
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図書館って楽しいね！
～園児の図書館体験デー～

　園児の図書館体験デーが10月３日から11日まで
のうち４日間、鷹巣図書館で行われ、市内の保育
園児が図書に関するイベントを楽しみました。
　園児の図書館体験デーは、10月27日～11月９日
の読書週間に合わせ、幼児期から図書館に親しみ、
本の楽しさを知るきっかけになることをねらいに
鷹巣図書館が毎年行っているものです。
　参加した園児たちは、図書館ボランティア「た
まてばこ」によるおはなし会を楽しんだり、自分
で選んだ本を借りるなどの体験をしました。

「光と影のファンタジー 藤城清治の世界展」を見学
～合川ことぶき大学「移動研修」～

　合川ことぶき大学の「移動研修」が９月５日、横
手市で行われ、学生26人が参加しました。移動研修
は、秋田ふるさと村や県立近代美術館で開催されて
いた「藤城清治の世界展」などを見学しました。
　日本における影絵の第一人者・藤城清治の創り出
す作品は多様で、光と影のコントラストに、学生か
らはすばらしいという感想が多く寄せられました。

▲絵本のおはなし会を楽しむ園児たち▲移動研修に参加した合川ことぶき大学の皆さん

～テーマ：「内陸線」の未来を見つめて～

北秋田市チョこボラ・プロジェクト
『ふるさとの未来・再考！』フォーラム

　ふるさと学習として、内陸線の問題に取り組んで
いる大阿仁小学校・阿仁中学校、「トレインミーティ
ング」を開催した秋田北鷹高校生・秋田大学生が、
元気な地域づくりを目指し、ふるさとへ向けて情報
を発信します。
◆日時　11月 26 日（土）　９時 30分～
◆会場　北秋田市交流センター講堂

◆コーディネーター　濱田純氏（秋田大学北秋田分校長）
◆コメンテーター　佐藤廣道氏（秋田内陸線再生支援室
交通政策監）／佐藤潔氏（北教育事務所主任社会教育主事）
◆内容　第１ステージ（９時30分～12時30分）／
大阿仁小学校、阿仁中学校、秋田北鷹高等学校、秋田
大学による発表
休憩（12時30分～13時25分）／ＤＶＤ等の放映　
第２ステージ（13時30分～16時10分）／秋田内陸
線「笑顔で応援広告笑顔大賞」授賞式／映画「ハナば
あちゃん !!～わたしのヤマのカミサマ～」無料上映　
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130

生涯学習フェスタ
～中央公民館でまなぼう・あそぼう・つたえよう～

　各種講座などで学習した成果を地域に還元すると
ともに、今後の活動につなげていくことを目的に「生
涯学習フェスタ」を開催します。みなさまのご来場
をお待ちしています。
◆日時　11月 27 日（日）　10時～ 15時 30 分
◆会場　中央公民館

問

◆内容　ステージ発表（10時～ 15時 30 分）
ちびっこハイハイ競争／リズムであそぼう「ミュー
ジックケア」／おはなし～ピッコロの会／ゴスペル
講座／鷹小ダンスクラブ ( 特別出演 ) ／ゴスペルク
ワイヤ「ザ・パワープレイズ」
体験コーナー（10時～ 15時 30 分）
名人に挑戦「囲碁・将棋」／被災地へ送ろう！キャン
ドルづくり／ニット小物づくり／手づくりきりたんぽ
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130問
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「
夢
を
ち
か
ら
に
か
え
て
」を
テ
ー
マ
に

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日
（
日
）　
９
時
〜
17
時

場
所　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
作
品
展
示
／
ス
テ
ー
ジ
発
表
／
食

堂
／
バ
ザ
ー
な
ど

　
　
　
　

■
手
打
ち
そ
ば
作
り
講
座

期
日　
11
月
22
日(

火)

時
間　
10
時
〜
12
時
30
分

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
大
館
市
中
山
そ
ば
の
会

定
員　
男
女
問
わ
ず
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

参
加
費　

１
５
０
０
円　

申
込
期
間　
11
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

■
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
講
座

期
日　
12
月
９
日(

金)

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
合
川
公
民
館

内
容　
講
話
「
笑
い
ヨ
ガ
」

講
師　
伊
藤
晴
美
氏

募
集
人
数　
多
数

申
込
期
間　
12
月
５
日
（
月
）
ま
で

　
森
吉
地
区
の
文
化
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
27
日
（
日
）
10
時
〜　

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　
ゲ
ス
ト
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
／
各
団

体
の
歌
や
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
／

手
芸
や
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
作
品
展
示

※
当
日
は
食
堂
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

手
づ
く
り
の
餅
や
ケ
ー
キ
の
販
売
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
　

■
郷
土
料
理
を
楽
し
も
う
〜
珍
し
い
新
食

材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
体
験
〜

　
本
市
と
上
小
阿
仁
村
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
し
た
料
理
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日(

木) 　
９
時
30
分
〜

場
所　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
上
小
阿
仁
村
野
外
生
産
試
作
セ
ン

タ
ー
で
新
食
材
の
収
穫
見
学
後
、
き
り
た

ん
ぽ
や
だ
ま
こ
鍋
の
郷
土
料
理
の
ア
レ
ン

ジ
を
楽
し
み
ま
す
。

募
集
人
数　
北
秋
田
市
民
10
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費　
３
０
０
円　

申
込
開
始　
11
月
７
日
（
月
）
か
ら

学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

45

北
秋
田
市
指
定
記
念
物（
史
跡
）

◇
所
在
地　
阿
仁
銀
山
字
下
新
町
１
２
９
ー
１

◇
所
有
者　
坂
本
義
順
（
男
鹿
長
楽
寺
）

○「
山
寺
の
石
燈
籠
」２
基

▲山寺の石燈籠　
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こ
の
石
燈
籠
は
、
長
福
院
（
山
寺
）

に
あ
り
、
元
禄
９
年(

１
６
９
６
年)

に

高
橋
信
之
が
寄
進
し
た
石
燈
籠
で
、
瀬

戸
内
海
原
産
の
御
影
石(

み
か
げ
い
し)

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
福
院
は
、
佐

竹
藩
の
銅
山
が
繁
栄
す
る
よ
う
建
立
さ

れ
た
寺
で
す
。

　
御
影
石
は
、
庭
石
や
墓
石
、
石
造
品

に
多
く
使
わ
れ
、
阿
仁
町
の
大
坂
屋
彦

兵
衛
や
青
山
家
の
墓
石
、
銀
山
神
明
社

の
石
燈
籠
も
御
影
石
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。(

い
ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
）

　
阿
仁
か
ら
大
阪
へ
金
、
銀
、
銅
が
北

前
船
で
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本

海
を
北
上
し
て
帰
る
時
、
船
足
を
重
く

し
船
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
積
ん

で
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
向
山
銀
山
の
大
山
師
青
山
家
の
墓
石

は
、
善
導
寺
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。

　
※
大
坂
屋
彦
兵
衛
の
墓
石
、
青
山
家

の
墓
石
に
つ
い
て
は
、「
広
報
き
た
あ

き
た
」
平
成
21
年
12
月
号
及
び
平
成
23

年
２
月
号
を
参
照
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
善
導
寺
は
、
光
明
山
悟
真
院
善
導
寺

と
い
い
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
俗
に
「
前

の
寺
」
と
い
う
。
小
淵
の
三
代
城
主
・

高
田
三
郎
右
衛
門
は
松
橋
氏
の
勢
力
に

押
さ
れ
、
水
無
で
頓
源
五
之
丞
と
名
を

変
え
、
戦
国
時
代
の
無
常
を
悟
り
仏
心

に
熱
く
な
っ
て
西
須
と
号
し
、
元
和
２

年(

１
６
１
６
年)

善
導
寺
を
建
立
し
た
。

享
保
４
年
と
大
正
２
年
の
２
回
の
火
災

を
乗
り
越
え
再
建
さ
れ
た
。
京
都
知
恩

院
の
末
寺
。

　
江
戸
時
代
の
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
は
、

阿
仁
の
名
物
と
し
て
「
善
導
寺
の
鐘
、

坂
の
そ
ば
き
り
、
九
郎
豆
腐
の
三
品
」

と
記
録
し
て
い
る
と
い
う
。

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
史
跡

▽
資
料
／
現
地
「
説
明
板
」、
阿
仁
町
教

育
委
員
会
編
「
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

申
問

阿
仁
公
民
館　
☎
82-

２
２
２
０

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78-

２
１
１
４

も
り
よ
し
文
化
交
流
会

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72-

３
２
５
９

北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
事
業

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62-

１
１
３
０
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彩
り
豊
か
な
文
化
の
煌
め
き

彩
り
豊
か
な
文
化
の
煌
め
き

彩
り
豊
か
な
文
化
の
煌
め
き

　
開
会
式
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
北
秋
田
市
松
葉
町
出
身

で
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
三
澤
勝
弘
さ
ん
、
フ
ラ
メ
ン

コ
歌
手
の
三
澤
敦
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ギ
タ
ー

演
奏
と
会
場
に
響
き
渡
る
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
筝
曲
や
日
舞
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ダ
ン
ス
、
民
謡
や
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
な
ど
各
団

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
一
方
、
展
示
会
場
の
合

川
体
育
館
で
は
、
自
主
活
動
や
公
民
館
講
座
な
ど
で
制
作
し

た
絵
画
や
写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、陶
芸
、切
り
絵
な
ど
の
作
品
、

園
児
・
小
中
学
生
の
絵
画
、
書
道
作
品
、
北
鷹
高
校
生
の
写

真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、各
会
場
に
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
、
奨
励
賞
、
花

だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
者
（
３
個
人
）

▽
土
濃
塚
節
子
さ
ん
（
芹
沢
）　
▽
戸
嶋
喬
さ
ん
（
阿
仁
小
様
）

▽
髙
杉
春
江
さ
ん
（
浦
田
）

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
（
２
個
人
）

▽
吉
原
百
合
香
さ
ん
（
秋
田
北
鷹
高
校
３
年
）　
▽
藤
原
歌
生

さ
ん
（
鷹
巣
中
学
校
３
年
）

■
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
17
団
体
、
６
個
人
）

◎
市
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
鷹
巣
南
中
学
校　
▽
家
庭
の
部

＝
柳
山
敏
幸
さ
ん
（
浦
田
）

◎
市
議
会
議
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
鷹
巣
中
央
小
学
校　
▽

家
庭
の
部
＝
田
中
笑
子
さ
ん
（
浦
田
）

◎
教
育
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
大
阿
仁
小
学
校　
▽
家
庭
の

部
＝
松
尾
フ
ミ
さ
ん
（
太
田
）

◎
中
央
公
民
館
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
県
立
比
内
養
護
学
校

た
か
の
す
分
校
、
道
城
集
落
会　
▽
家
庭
の
部
＝
藤
根
ミ
サ

さ
ん
（
阿
仁
銀
山
）

◎
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
摩

当
婦
人
会
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
学
生
会
、
巻
渕
婦
人
会　

▽
家
庭
の
部
＝
門
脇
春
江
さ
ん
（
阿
仁
銀
山
）

◎
努
力
賞　
▽
団
体
の
部
＝
緑
ヶ
丘
自
治
会
、
栄
婦
人
会
、

根
小
屋
花
咲
ク
ラ
ブ
、
脇
神
悠
遊
ク
ラ
ブ
、
高
村
岱
老
人
ク

ラ
ブ

◎
奨
励
賞　
▽
団
体
の
部
＝
前
山
婦
人
会
、
栄
第
二
寿
会
、

沢
口
公
民
館
、
合
川
東
小
学
校　
▽
家
庭
の
部
＝
櫻
井
正
一

さ
ん
（
下
杉
）

　
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
が
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

演
示
部
門
の
文
化
会
館
や
展
示
部
門
の
合
川
体
育
館
に
は
、
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
な
ど

大
勢
の
市
民
ら
が
訪
れ
、
芸
能
発
表
や
作
品
の
鑑
賞
で
文
化
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▽
文
化
の
秋
満
喫
〜
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

美しいコーラスを披露した
唱歌を歌う会
美しいコーラスを披露した
唱歌を歌う会

　
文
化
会
館
で
の
開
会
式
で
は
、は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
い

よ
い
よ
本
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
芸
術
創
作
活
動
を
発
表
し

楽
し
む
北
秋
田
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
産
業
祭
も
文
化
祭
と
同
じ
く
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
各

会
場
と
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
北
秋
田

市
内
に
賑
わ
い
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
・
奨

励
賞
授
与
式
、
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、

合
川
民
謡
同
好
会
の
土
濃
塚
節
子
さ
ん
ら
３
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。 

奨
励
賞
は
、
優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た

方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
秋
田
北
鷹
高
校
３
年
の
吉
原

百
合
香
さ
ん
ら
２
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
功
労
者
の
土
濃
塚
節
子
さ
ん
が
、

「
芸
術
文
化
功
労
賞
と
い
う
立
派
な
賞
を
い
た
だ
き
、
身
に
余

る
光
栄
と
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
み
ん
な

で
い
た
だ
い
た
大
き
な
賞
と
し
て
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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開
会
式
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
北
秋
田
市
松
葉
町
出
身

で
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
三
澤
勝
弘
さ
ん
、
フ
ラ
メ
ン

コ
歌
手
の
三
澤
敦
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ギ
タ
ー

演
奏
と
会
場
に
響
き
渡
る
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
筝
曲
や
日
舞
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ダ
ン
ス
、
民
謡
や
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
な
ど
各
団

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
一
方
、
展
示
会
場
の
合

川
体
育
館
で
は
、
自
主
活
動
や
公
民
館
講
座
な
ど
で
制
作
し

た
絵
画
や
写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、陶
芸
、切
り
絵
な
ど
の
作
品
、

園
児
・
小
中
学
生
の
絵
画
、
書
道
作
品
、
北
鷹
高
校
生
の
写

真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、各
会
場
に
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
、
奨
励
賞
、
花

だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
者
（
３
個
人
）

▽
土
濃
塚
節
子
さ
ん
（
芹
沢
）　
▽
戸
嶋
喬
さ
ん
（
阿
仁
小
様
）

▽
髙
杉
春
江
さ
ん
（
浦
田
）

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
（
２
個
人
）

▽
吉
原
百
合
香
さ
ん
（
秋
田
北
鷹
高
校
３
年
）　
▽
藤
原
歌
生

さ
ん
（
鷹
巣
中
学
校
３
年
）

■
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
17
団
体
、
６
個
人
）

◎
市
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
鷹
巣
南
中
学
校　
▽
家
庭
の
部

＝
柳
山
敏
幸
さ
ん
（
浦
田
）

◎
市
議
会
議
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
鷹
巣
中
央
小
学
校　
▽

家
庭
の
部
＝
田
中
笑
子
さ
ん
（
浦
田
）

◎
教
育
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
大
阿
仁
小
学
校　
▽
家
庭
の

部
＝
松
尾
フ
ミ
さ
ん
（
太
田
）

◎
中
央
公
民
館
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
県
立
比
内
養
護
学
校

た
か
の
す
分
校
、
道
城
集
落
会　
▽
家
庭
の
部
＝
藤
根
ミ
サ

さ
ん
（
阿
仁
銀
山
）

◎
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会
長
賞　
▽
団
体
の
部
＝
摩

当
婦
人
会
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
学
生
会
、
巻
渕
婦
人
会　

▽
家
庭
の
部
＝
門
脇
春
江
さ
ん
（
阿
仁
銀
山
）

◎
努
力
賞　
▽
団
体
の
部
＝
緑
ヶ
丘
自
治
会
、
栄
婦
人
会
、

根
小
屋
花
咲
ク
ラ
ブ
、
脇
神
悠
遊
ク
ラ
ブ
、
高
村
岱
老
人
ク

ラ
ブ

◎
奨
励
賞　
▽
団
体
の
部
＝
前
山
婦
人
会
、
栄
第
二
寿
会
、

沢
口
公
民
館
、
合
川
東
小
学
校　
▽
家
庭
の
部
＝
櫻
井
正
一

さ
ん
（
下
杉
）

▲艶やかな舞を披露した日本舞踊藤陰流たかのす鳳扇会

▲平成23年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者のみなさん

▲フラメンコギターと歌を披露した三澤勝弘さん・敦子さんご夫妻

▲力強い太鼓演奏で観客を魅了した鷹巣ばやし普及会▲多くの絵画や作品などが展示された合川体育館
▼あいかわ保育園の園児が作ったお茶碗の展示

　
文
化
会
館
で
の
開
会
式
で
は
、は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
い

よ
い
よ
本
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
芸
術
創
作
活
動
を
発
表
し

楽
し
む
北
秋
田
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
産
業
祭
も
文
化
祭
と
同
じ
く
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
各

会
場
と
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
北
秋
田

市
内
に
賑
わ
い
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
・
奨

励
賞
授
与
式
、
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、

合
川
民
謡
同
好
会
の
土
濃
塚
節
子
さ
ん
ら
３
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。 

奨
励
賞
は
、
優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た

方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
秋
田
北
鷹
高
校
３
年
の
吉
原

百
合
香
さ
ん
ら
２
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
功
労
者
の
土
濃
塚
節
子
さ
ん
が
、

「
芸
術
文
化
功
労
賞
と
い
う
立
派
な
賞
を
い
た
だ
き
、
身
に
余

る
光
栄
と
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
み
ん
な

で
い
た
だ
い
た
大
き
な
賞
と
し
て
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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市
内
小
中
学
校
で
発
表
会
・
学
校
祭

市
内
小
中
学
校
で
発
表
会
・
学
校
祭

市
内
小
中
学
校
で
発
表
会
・
学
校
祭

日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露

日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露

日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露

　
こ
の
う
ち
、
合
川
南
小
学
校
（
寺
田

博
明
校
長
、
児
童
数
35
人
）
で
は
、
10
月

16
日
に
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
平
成
23
年
度
を
最
後
に
合
川
西
小

学
校
と
統
合
し
、
合
川
小
学
校
（
校
舎
は

合
川
西
小
を
利
用
）
の
開
校
が
予
定
さ
れ
、

同
校
で
の
校
舎
で
は
最
後
の
学
習
発
表
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
笑
顔
で
と
ど
け
よ
う
感
謝
の

心
と
歌
声
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
家
族
や
地
域
の
方
々
が
同
校
に

詰
め
か
け
、
全
校
児
童
に
よ
る
群
読
で
舞

台
発
表
が
始
ま
り
、
１
年
生
の
あ
い
さ
つ

で
は
「
１
３
６
年
分
の
感
謝
の
心
を
お
届

け
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い

て
、
各
学
年
の
音
楽
劇
な
ど
が
次
々
と
披

露
さ
れ
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
全
校
合
唱
の
後
に
、
児
童
を
代
表
し
６

年
生
の
土
濃
塚
悠
成
さ
ん
が
「
テ
ー
マ
の

も
と
に
南
っ
子
、
一
人
一
人
が
輝
い
た
学

習
発
表
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

校
舎
で
行
わ
れ
る
学
習
発
表
会
は
今
年
で

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
に
き
て
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
精
一
杯

演
じ
る
こ
と
が
で
き
感
謝
の
心
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
り
半
年
を
楽
し

く
学
び
友
達
と
仲
良
く
し
、
ぼ
く
た
ち
の

元
気
な
歌
声
を
響
か
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
最
後
に
会
場

全
員
が
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
学
習
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
た
ち
の

発
表
を
保
護
者
が
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
に
収

め
な
が
ら
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
り
、
会

場
に
展
示
さ
れ
た
絵
画
や
書
道
、
工
作
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
じ
っ
く
り
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
（
中
田
と
し
子
校

長
、
児
童
数
88
人
）
で
は
統
合
40
周
年
記

念
式
典
が
10
月
23
日
、
同
校
で
行
わ
れ
、

児
童
や
保
護
者
、
地
域
の
関
係
者
ら
が
参

加
し
て
節
目
の
年
を
祝
い
、
児
童
が
学
習

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
昭
和
46
年
４
月
に
、
坊
沢
、
七

座
、
黒
沢
、
緑
ヶ
丘
の
４
校
が
統
合
し
て

13
学
級
３
３
４
人
で
始
ま
り
、
今
年
40
年

を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
は
児
童
や

保
護
者
、
地
域
の
関
係
者
な
ど
約
３
０
０

人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
児
童
の
み
な
さ
ん
が
、
学

校
の
歴
史
や
地
域
の
伝
説
な
ど
を
題
材
に

し
た
劇
や
歌
を
披
露
し
、
保
護
者
を
は
じ

め
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

合
川
南
小
学
校
の
校
舎
で
は

最
後
の
学
習
発
表
会

鷹
巣
西
小
学
校
で
は
統
合
40
周

年
記
念
式
典
と
児
童
発
表

▲統合40周年記念式典で全校合奏する児童
のみなさん（鷹巣西小学校）

▲児童の作品を鑑賞する保護者の皆さん

▲合川南小学校の校舎では最後の学習
発表会（合川南小学校体育館）

　
市
内
の
小
中
学
校
で
は
毎
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
テ
ー
マ
の
も
と
、
元

気
あ
ふ
れ
る
学
習
発
表
会
や
学
校
祭
が
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
ら
が
図
画
や
書
道
、

絵
や
工
作
の
作
品
を
展
示
し
た
り
、
舞
台
発
表
で
合
唱
や
ダ
ン
ス
、
演
劇
な
ど
を

披
露
し
、
家
族
や
地
域
の
方
々
に
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
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▼11/23（水）第21回北秋田「鷹巣
祇園太鼓審査会」
＝13：30 ～入場料無料
▼11/27（日）第32 回婦人芸能祭＝
午前の部９：00～・午後の部 13：00～
午前・午後それぞれ 700 円
※全席自由、当日 300 円増
■スポーツ 　☎６２－３８００
▼11/ ６（日）梅の木運動会
＝合川体育館
▼11/12（土）～ 13（日）全県中学
柔道大会＝合川体育館
▼11/16（水）～ 17（木）第36回森
吉地区夫婦バレーボール大会
＝森吉総合スポーツセンター
▼11/16（水）～ 18（金）平成 23
年度鷹巣地区バスケットボール選手
権大会＝鷹巣体育館
▼11/18（金）北秋田市ながなわと
び大会＝合川体育館
▼11/23（水）中学校新人バレー
ボール森吉大会
＝森吉総合スポーツセンター
▼11/27（日）合川少年ドッジボー
ル大会＝合川体育館

■公民館
中央公民館      ☎６２－１１３０
【ロビー展】高鷹大学　習字クラブ
▼11/6（日）「ダンスの夕べ」文化
祭協賛行事＝18：00 ～ 21：00
▼11/14（月）母と子のわくわく広
場＝10：00 ～ 11：30
▼11/27（日）生涯学習フェスタ＝
10：00 ～ 16：00

合川公民館　　☎７８－２１１４
【ロビー展】織姫クラブ＝11/16 ～ 30
▼11/22（火）手打ちそば作り講座
＝10：00 ～ 13：00
▼11/27（日）合川少年ドッジボー
ル大会＝9：00 ～ 13：00

森吉公民館　　☎７２－３２５９
【サロン展】押し花サークル
▼11/12（土）ふるさと料理の会感
謝祭＝11：30 ～ 13：30
▼11/27（日）もりよし文化交流会
＝10：00 ～ 14：30

阿仁公民館　　☎８２－２２２０
▼11/６（日）阿仁文化交流会のつ
どい＝９：00～ 17：00
▼11/11（金）太巻き寿司づくり
＝10:00 ～ 13:00
※申込み 11/７（月）まで
▼11/24（木）第４回阿仁生き活き
大学＝9：00 ～ 16：00

■文化会館　☎６２－３３１１
▼11/１（火）田中まさよし × 打楽
器集団　「男群」秋田公演 2011＝
19：00 ～
一般 1500 円、高校生以下 1000円
※全席自由、当日 500 円増
▼11/３（木）第６回浜辺の歌音楽
祭＝10：00 ～入場料無料
▼11/12（土）加登萌々子・加畑嶺
デュオリサイタル＝14：00 ～　　
一般 1000 円、高校生以下 500 円
※全席自由、当日 500 円増
▼11/19（土）おはなしでてこい
＝14：00 ～
▼11/20（日）スプリング★フォー
コンサート 2011 ～ぶぢょほ！～
＝18：00 ～ 前売券 1000 円
※全席自由、当日 200 円増

日時　11月18日（金） 18：30～
会場　合川体育館
参加資格 １チーム14人（内補欠２人）
※男女・年齢は問いません。
競技内容　３回チャレンジし、飛ん
だ回数の多い２回の合計で競いま
す。
申込締切　11月10日（木）
※開催要項・申込書は、各体育館に
あります。
　　鷹巣体育館　☎62-3800

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

寺 田　こ は る

寺田　ようせい

安 井　こ う わ

久 留 島　さ き

長 崎　そ う た

田中　りょうた

中 村　な い と

大 関　と わ

三 澤　か の ん

佐 藤　れ ん

三 澤　な な

小 林　は る と

村上　そうすけ

田島　まさはる

三 浦　ゆ う と

大 塚　え り

齊藤　あきひろ

髙 橋　い つ き

松尾　こうゆう

山 口　し ょ う

新 田 中

新 田 中

伊 勢 町

昭 和

緑 ヶ 丘

新 田 中

堂 ヶ 岱

高野尻団地

新 田 中

新 田 中

前 野

西陣場岱

掛 泥

宮 前 町

南 鷹 巣

舟 見 町

太 田

東 横 町

太 田

米 代 町

▼９月13日の健診

（３歳児健診）
▼９月７日の健診
村 形　け ん た

庄 司　あ お い

ちゃん

ちゃん

川 井

八 幡 森

テーマ「認知症を理解しよう」
日時　12月３日（土）
　　　14：00～16：00
場所　大館市立中央公民館
※入場料無料・参加申込不要
　　大館北秋田医師会
　　☎0186-43-4511

第36回「地域医療を考える集い」

福祉・介護分野人材キャリアアップ研修会

　プール、トレーニングルームが
ご利用できるほか、各種教室を開
催していますので、直接お問合せ
ください。
　　月～金　10：00～21：00
　　土～日　10：00～17：30
　　北秋田市民プール ☎62-5001問

問

問

問

受講資格　介護福祉士及びホー
ムヘルパー等の有資格者で福祉・
介護分野への就労を考えている方
（県北会場）
期日　12月３日（土）～４日（日）
場所　秋田看護福祉大学
申込締切　11 月 25日（金）
　　秋田県介護福祉士会　平塚正博
　　☎090-2272-5002

■北秋田市民プールのご案内

広報きたあきた　２３．11．１

北秋田市ながなわとび大会
参加チームを募集
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期
日　
11
月
7
日
（
月
）、
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　
21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
30
分
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
交
付
日
時
に
来
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

健
康　
　
健
康
推
進
課 

☎
62
ー
６
６
６
６

申
問

場　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

　
　
　
　
ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

　
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
11
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会

　
健
康
相
談

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

　
相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

場
所
・
月
日

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
11
月
10
日
（
木
）

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
11
月
10
日
（
木
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
11
月
17
日
（
木
）

　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
11
月
24
日
（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等

持
ち
物　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方

に
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
）

日
時　
11
月
18
日
（
金
）
13
時
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
相
談
が
あ
る
方
は
、
直
接
会
場
に

お
い
で
下
さ
い
。
心
理
専
門
員
が
相
談
を

受
け
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
17
日
（
木
）

　
　
　
15
時
30
分
〜
17
時
（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
２
階

　
　
　
（
北
秋
田
保
健
所
）

内
容　
さ
と
う
心
療
内
科
の
佐
藤
泰
治
医

院
長
が
相
談
対
応
し
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62-

１
１
６
５

問

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
11
月
29
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
23
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
11
月
29
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
23
年
４
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
11
月
10
日
（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
23
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
11
月
18
日
（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
22
年
11
月
生
ま
れ
の
子

日
時　
11
月
24
日
（
木
）

　
　
　
13
時
〜
13
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

　平成23年度　すこやか健康講座

期日･内容
会場
講師

期日･内容
会場
講師

期日･内容
会場
講師
期日･内容
会場
講師

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

・時間は各回とも 13：00 ～ 15：00。
・各回とも送迎があります。バス利用される方は各講
座１週間前までにお申し出ください。
　　健康推進課健康推進班　☎62-6666

「いのちの日」記念講演

平成23年度　心の健康講座（第２回）
　12 月１日の「いのちの日」にちなみ、開催し
ます。心の健康と、大切な命について一緒に学
びましょう。
　皆様の参加をお待ちしています。

11月14日（月）「がんについて」
森吉コミュニティセンター
米内沢診療所　所長 高橋賢郎 氏
12月 ５日（月）「糖尿病について」
阿仁ふるさと文化センター
秋田大学糖尿病内分泌内科
　准教授 成田琢磨 氏
12月14日（水）「脳血管疾患について」
合川農村環境改善センター
北秋田市民病院　副院長 平田温 氏
１月25日（水）「歯周疾患について」
保健センター
加賀谷歯科医院　院長 加賀谷保 氏
２月15日（水）「高血圧について」
保健センター
秋田大学第２内科　講師 小坂俊光 氏

期日･内容
会場
講師

第
１
回

日　時　11月 19 日（土）13：30 ～ 15：30
会　場　森吉コミュニティセンター
対象者　一般市民の方
演　題
　「動物たちへの感謝いのちをつなぐ取り組み」
　　　～ありがとうウィッキー、さよならジュン～　

講　師　大森山動物園　園長　小森　守　氏

バスの利用申込み　　
　鷹巣・合川・阿仁地区はバスの送迎があります。
利用する方は 11 月 16 日（水）までにバス利用
の申込みをして下さい。
　　健康推進課健康推進班　☎62-6666問 問

■11月７日（月）全血 【鷹巣地区】
鷹巣年金事務所
13：45～14：45

青山荘
15：10～16：30

■11月21日（月）成分 【鷹巣地区】
北秋田地域振興局
10：00～12：00、13：00～16：00
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　日常生活において常時特別な介護を必要とする障がい者（児）で、法に定める一定の支給要件を
満たす場合に次の手当が支給されます。手当を受けるには、所定の診断書等を添付し、認定請求し
ていただく必要があります。（所得制限有り）

　心身に重度の障がいが２つ以上重複する場
合、またはそれと同程度の障がいの状態によ
り、日常生活において常時特別な介護を必要
とする 20歳以上の在宅の方が対象。
※施設に入所している方、３ヵ月以上入院さ
れている方は対象になりません。
○手当額（月額）　２６，３４０円

　心身に重度の障がいがあり、日常生活に
おいて常時の介護を必要とする２０歳未満
の在宅の方が対象。
※施設に入所している方、障がいを理由と
する年金を受けている方は対象になりませ
ん。
○手当額（月額）　１４，３３０円

特別障害者手当 障害児福祉手当

　障がい者の方に対し、次のような障がい福祉サービスがあります。これらのサービスを利用するた
めには、事前に相談や申請などの手続きが必要になりますので、福祉課障がい福祉班までご相談くだ
さい。（サービスによっては利用要件などありますので必ず事前にご相談ください）
　利用料は原則１割負担となります。ただし、所得等により月の上限額が決められ、上限を超えた場
合には上限額までの支払いとなります。
　なお、介護保険を受けている方については、介護保険サービスを優先して利用していただくことに
なります。

障がい福祉サービスのお知らせ障がい福祉サービスのお知らせ障がい福祉サービスのお知らせ

問 福祉課障がい福祉班　☎62-6637

自立訓練／就労移行支援／就労継続支援／共同生活援助（グループホーム）

居宅介護（ホームヘルプ）／重度訪問介護／行動援護／同行援護／児童デ
イサービス／短期入所（ショートスティ）／療養介護／生活介護／施設入
所支援／共同生活介護（ケアホーム）

移動支援事業／生活サポート事業／日中一時支援事業／訪問入浴事業

介護給付
（障害程度区分の認定
が必要になります。）

訓練等給付

地域生活支援事業

サービスの流れ

心身の状況に
関する調査

障がい程度
区分の認定

サービス支給
決定

サービス事業
所との契約

サービス利用
と利用料の支
払い

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

障がい福祉班ま
でご相談くださ
い。

現状の生活や障
がい状況を調査
します。

相談・申込み

審査会で審査・
判定を行います。

調査内容、障が
い程度区分、サ
ービス意向など
を把握し、支給
決定を行います。

障がい者とサー
ビス事業者と契
約を結びます。

サービスを利用
し、事業所に料
金を支払いくだ
さい。

障がいをお持ちの方へお知らせ障がいをお持ちの方へお知らせ障がいをお持ちの方へお知らせ
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申
問

11 月は児童虐待防止推進月間です
　児童虐待を未然に防ぐためには、早期発見と
早期対応が重要です。虐待や子育てに関する悩
みごとは下記までご相談ください。
中央児童相談所
☎018-862-7311

北秋田市福祉課
こども福祉班

北児童相談所
☎0186-52-3956

☎62-6638

平日・休日 24時間対応

平日　8：30 ～ 17：15

平日　8：30 ～ 17：15

　配偶者やパートナーからの暴力（ＤＶ）は、重
大な人権侵害です。ひとりで悩まずに下記までご
相談下さい。

　１０月分からの子ども手当を受け取るためには、
これまで受け取っていた方も含めて、対象となる全
ての方が申請が必要です。
■これまで受け取っていた方で引き続き対象
となる方 
　福祉課こども福祉班から用紙を送付しますので、
忘れずに申請してください。（平成２４年 3 月 31 日
までに提出いただくと１０月まで遡って受け取るこ
とができますが、2 月の支給に間に合わせるために、
できるだけ１２月末までに申請してください）
■１０月1日以降に新たにお子さんが生まれた
り、北秋田市に転入された方
　その翌日から１５日以内の申請が必要ですのでご
注意ください。 用紙はお送りしませんが、市役所お
よび各窓口センタ－で申請してください。
申請書の提出先 　
　福祉課こども福祉班、合川・森吉・阿仁の各窓口
センター、前田出張所、大阿仁出張所 
　　福祉課こども福祉班　☎62-6638

10月から「子ども手当」が変わります
申請をお忘れなく!!

10月から「子ども手当」が変わります
申請をお忘れなく!!

　
日
頃
の
介
護
を
離
れ
て
同
じ
介
護
者
同

士
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ホ
ッ
と
す
る

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、「
サ
ー

ビ
ス
や
商
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
」、

「
悪
質
商
法
」、「
多
重
債
務
」
等
に
関

し
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

事
情
に
よ
り
相
談
窓
口
へ
来
庁
で
き

な
い
場
合
に
は
最
寄
り
の
庁
舎
や
公

民
館
等
へ
も
出
張
し
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
窓
口
で
は
出
前
講
座

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班　

　
　
☎
62-

６
６
２
８

　
「
男
女
の
公
平
性
、多
様
な
考
え
方

を
取
り
入
れ
た
社
会
形
成
の
推
進
」を

目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
鹿
角
市
社
会
教
育
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
か
づ
の
ふ
る
さ
と
学
舎
事
務

局
長 

門
下
朋
重
（
か
ど
し
た
と
も
え
）

氏
の
講
演
、
合
川
に
わ
か
劇
団
に
よ

る
演
劇
等
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班

　
　
☎
62-

６
６
２
８

在
宅
介
護
者
交
流
会
の
開
催

内
容　
健
康
相
談
・
情
報
交
換
・
昼
食
会
・

軽
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
象
者　
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方

参
加
費　
無
料

募
集
人
員
　
各
地
区
20
人
ま
で

※

参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
。

阿
仁
地
区

日
時　
11
月
14
日
（
月
）
９
時
30
分
〜
14
時

場
所　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

※

参
加
申
込
の
締
切
は
11
月
８
日
（
火
）

鷹
巣
地
区

日
時　
11
月
15
日
（
火
）
９
時
30
分
〜
14
時

場
所　
中
央
公
民
館

※

参
加
申
込
の
締
切
は
11
月
８
日
（
火
）

合
川
地
区

日
時　
11
月
22
日
（
火
）
９
時
30
分
〜
14
時

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

※

参
加
申
込
の
締
切
は
11
月
15
日
（
火
）

森
吉
地
区

日
時　
11
月
29
日
（
火
）
９
時
30
分
〜
14
時

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※

参
加
申
込
の
締
切
は
11
月
22
日
（
火
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69-

７
０
６
１

〜
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
！

　
　
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
〜

出
張
相
談
・
出
前
講
座
を

行
い
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

講
演
会

問問

問

女性相談所
☎018-835-9052

北秋田市福祉課
こども福祉班

北福祉事務所
☎0186-52-3951

☎62-6638

平　　日　　　8：30 ～ 21：00
土日祝　　　9：00 ～ 18：00

平　　日　　　8：30 ～ 17：15

平　　日　　　8：30 ～ 17：15

11 月はＤＶ防止推進月間です

お
知
ら
せ



　　北秋田地域振興局建設部　☎62-3111
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　合併前の旧町名で表記されている標識を「北秋
田市」表記の標識へ交換します。

※臨時窓口以外でも上記の場所にて随時受付します。

（土日・祝日を除く）

市役所分庁舎税務課

合川総合窓口センター

森吉総合窓口センター

阿仁総合窓口センター

市役所本庁舎市民課

11月14日（月）～25日（金）

11月14日（月）～15日（火）

11月16日（水）～17日（木）

11月18日（金）

11月21日（月）

（受付時間）9：00～16：30

（受付時間）9：30～16：00

（受付時間）9：30～16：00

（受付時間）9：00～16：30

（受付時間）9：30～16：00

【受付期間】平成 23年 11月14日から平成 24年 3月31日
≪以下の日程で臨時窓口を開設します≫

　
大
館
税
務
署
で
は
官
公
庁
・
法
人
及

び
個
人
（
白
色
事
業
者
）
の
源
泉
徴
収

義
務
者
を
対
象
に
次
の
と
お
り
、
年
末

調
整
関
係
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
（
金
）

　
　
　

１
回
目 

10
時
／
２
回
目 

14
時

場
所　
大
館
市
民
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

持
参
書
類　
年
末
調
整
関
係
書
類

※

個
人
青
色
事
業
者
へ
の
決
算
説
明
会

（
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明
会
も
含

む
）
は
、
別
途
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
大
館
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

　
　
☎
０
１
８
６-

42-

０
６
７
１

「
年
末
調
整
関
係
説
明
会
」の
開
催

問

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
） 

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
対
し
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本

年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
こ
の
証

明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の

１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す

標識（ナンバープレート）の更新について

鷹巣町
た・１２３

森吉町
も・１２３

合川町
あ・１２３

阿仁町
あ・１２３

北秋田市
き・１２３

　また、11月３日（木）10時から「高長橋開通
式」が行われます。周辺は混雑が予想されます
が、ご協力をお願いします。
問

増沢バイパスの開通について

※標識の交換により自賠責保険等の変更手続きが必要と
なる場合がありますので、ご加入の保険会社等にご確認
ください。
※標識番号（ナンバー）の指定はできません。

　　税務課市民税班　☎62-1116問

二ツ井
増沢方面

大野台
鷹巣方面

止 ま れ

止まれ

＜11月3日から＞

〒
県道木戸石鷹巣線

197

下大野
郵便局

木戸石
児童館

　１１月３日（木）増沢バイパスが開通しま
す。そのため木戸石地区の下大野郵便局前
交差点で、一時停止箇所が次のように変わ
ります。

更新手続きに必要なもの
・標識（旧ナンバープレート）・印かん
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日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
を
活
用

し
た
秋
田
県
北
部
地
域
の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
、
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
申
込
み
は

不
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
15
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
文
化
会
館

　
　
総
務
課
総
務
班

　
　
☎
62-

１
１
１
１

日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
事
業
発
表

や
意
見
交
換
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日
（
月
）

　
　
　
14
時
30
分
〜
17
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
①
事
例
発
表

　
　
・
珪
藻
土
の
活
用

　
　
・
秋
田
内
陸
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

     「
地
域
活
性
化
の
諸
課
題
と
地
域
連

　
　
携
に
つ
い
て
」

参
加
無
料
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
秋
田
大
学
地
域
創
生
課

　
　
☎
０
１
８-

８
８
９-

３
２
０
１

地
域
課
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

地
域
に
学
び
育
つ
学
生
力

〜
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
事
業
〜

　
住
宅
の
断
熱
性
能
の
改
善
や
生
活
ス
タ

イ
ル
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
12
日（
土
）
〜
13
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所　
道
の
駅
た
か
の
す
別
館

イ
ベ
ン
ト　

　
①
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

　
②
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
・
内
覧
会

　
③
家
庭
の
エ
コ
診
断
相
談
会

※

②
と
③
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※

②
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
先
着
15
人

※

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
者
に
、
花
の
種
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

　
　
☎
０
１
８-

８
６
０-

１
５
７
３

秋
田
県
家
庭
の
省
エ
ネ
相
談
会

問

　
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育

を
受
け
、
併
せ
て
技
術
的
な
識
能
を
有

す
る
陸
曹
と
し
て
必
要
な
各
種
技
術
の

専
門
教
育
、
防
衛
基
礎
学
や
各
種
訓
練

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、

　
　
　
　
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　
平
成
23
年
11
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
24
年
１
月
６
日
ま
で

試 

験 

日　
平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）

試
験
会
場　
交
流
セ
ン
タ
ー

試
験
科
目
　
国
・
社
・
数
・
理
・
英
（
マ
ー

　
　
　
　
　
　
ク
シ
ー
ト
）、
作
文

身
　
　
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

生
徒
手
当　
月
額
９
４
９
０
０
円

期
末
手
当　
年
２
回
（
６
月
、
12
月
）

　
　
防
衛
省
・
自
衛
隊

　
　
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館
出
張
所

　
　
☎
０
１
８
６-

42-

１
３
９
８

　

10
月
30
日
か
ら
最
低
賃
金
が
「
時
間

額
６
４
７
円
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
秋
田
県
最
低
賃
金
は
、臨
時・パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
、
県
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意
の
上
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
と
最
低
賃
金
法

違
反
に
な
り
ま
す
。

　
　
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
１
８-
８
８
３-

４
２
６
６

問

問 問

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

※ダイヤ変更に伴い、リムジンバスの運行時間も変更と
なります。

▼
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

期
日　
11
月
17
日（
木
）
〜
18
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

内
容　
パ
ソ
コ
ン
に
標
準
の
メ
モ
帳
を
使

　
　
　
用
し
て
Ｈ
Ｐ
を
作
成
す
る

対
象　
企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が
で
き
る
方

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

申
込
締
切　
11
月
７
日
（
月
）

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

　
　
　
☎
84-

８
３
５
１

申
問

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

１０月３０日（日）から
大館能代空港便片道　5,000 円助成
（小児運賃の場合は半額）
団体運賃、個人包括旅行運賃及び包括旅行
運賃は１商品　5,000 円助成
申請先　大館能代空港利用促進北秋田市地区
　　　　協議会（北秋田市商工会）

商工観光課観光振興班　☎72-5243

秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

問

大館能代空港便のダイヤが変わりました大館能代空港便のダイヤが変わりました

大館能代 発 羽　田　着 羽　田　発 大館能代 着

10：45
18：15

12：00
19：35

 8：50
16：10

10：00
17：20

大館能代空港便　運賃助成実施中

お
知
ら
せ



11 月 6日（日）住民参加型の避難訓練及び想定訓練
　　坊沢地区、根森田地区、阿仁吉田地区、羽根山地区
11月９日（水）《119 番の日》　一日消防長（消防本部）
・期間中は消防車両による巡回広報と朝・夜に防火サイレ
ンを吹鳴します。
・消防団による住宅用火災警報器の設置状況について調査
を行いますので、伺った際にはよろしくお願いします。
　　消防本部予防課　☎62-1119
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問

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱 13-2
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし
　月　額　10,100 円～ 16,000 円
②高野尻団地･･･綴子字高野尻 90-2
　木造平屋２戸建　１ＬＤＫ
　月　額　15,600 円～ 30,800 円
　木造平屋１戸建　２ＬＤＫ
　月　額　21,100 円～ 41,400 円
③林岱団地･･･八幡岱新田字林岱 89-1★
　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし
　月　額　9,600 円～ 18,800 円
④上杉団地･･･上杉字上屋布岱 61-47★
　木造平屋１戸建　４ＬＤＫ
　月　額　42,000 円～ 73,000 円
⑤御嶽団地･･本城字上悪戸 31-1
　･木造平屋２戸建　２ＬＤＫ
　月　額　18,200 円～ 35,800 円
⑥上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏 4-6★
　木造２階２戸建　３ＬＤＫ
　月　額　16,400 円～ 32,300 円 
⑦東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏 49-1
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし
　月　額　10,500 円～ 20,700 円
⑧サンコーポラスなかたい住宅
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱 51-1
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ
　月　額　43,100 円　共益費　800 円
　駐車場使用料　3,000 円（希望者のみ）
　〔募集戸数〕　各階１戸
※★印の住宅は単身入居できません

【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【受付期間】11月１日（火）～11日（金）土日祝除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

【現地案内の日時】
　日時　11月７日（月）又は８日（火）
　▽森吉地区 ９:00 ～  ▽阿仁地区 11:00 ～
　▽鷹巣地区 13:30 ～  ▽合川地区 15:30 ～
※案内日の前日までに電話等でお申込ください
※希望される住宅所在地の庁舎のホールまで、
　上記日時にお集まりください

問 都市計画課建築住宅班　☎72-5246 問 秋田内陸線旅行センター　☎60-1111

　秋田内陸線では、｢乗ってみたい、行ってみたい｣と感じ
られ、覚えやすく親しみやすい愛称を募集します。
【応募方法】①愛称名②愛称の説明③氏名（ふりがな）④年齢
⑤性別⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号を明記の上、郵送、Ｆ
ＡＸ、メールにて受付けます。複数の応募も可能ですが、
応募一口につき１点の応募とします。
【応募締切】11月30日(水)
【選考・発表】12月中を予定
【賞品】優秀賞１点（１名様 20,000 円分相当商品券）、応
募者の中から抽選で 10名様に 3千円相当の沿線特産品を進呈
【応募先・お問い合わせ】秋田内陸縦貫鉄道（株）愛称募集
係　☎82-3231　    82-3793　〒018-4613 北秋田市阿仁銀山
字下新町 41-1  e-mail：aisyou@akita-nairiku.com

　こまち乗継フリーキップは内陸線から秋田新幹線こまち
への乗継専用フリー乗車券です。フリー乗車券は、利用開
始日より７日間有効で往復でもご利用いただけますので大
変お得です。また、秋田新幹線の乗車券類のほか県外への
企画商品をご購入した際にも併せてご利用いただけます。
【切符代金】1,500 円
【有効区間】秋田内陸線全線
【有効期間】開始日から 7日間有効
【発売期間】乗車日の 1ヶ月前より発売
【発売箇所】秋田内陸線旅行センター、阿仁合駅旅行相談窓口
【その他】急行列車にご乗車の場合は、別途急行券が必要
になります。

秋田内陸線の愛称を募集します！秋田内陸線の愛称を募集します！

こまち乗継フリーきっぷこまち乗継フリーきっぷこまち乗継フリーきっぷ

平成２３年秋の火災予防運動平成２３年秋の火災予防運動
実施期間　11 月 6（日）から 11月 12 日（土）
統一標語「消したはず　決めつけないで　もう一度」
火災予防期間中の啓発活動
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

電話番号
72－4501
63－0105
62－1146
62－1101
62－7001
62－2261
62－1155
69－7311
82－2351
63－2700
62－7001
63－0515
60－1055
62－1146
78－3161
62－1400
62－1101
63－0105
62－7001
62－7001
62－2261
63－0515
69－7311
69－5300
60－1055
62－1155
63－2700
62－7001
62－7001
62－1400

医 療 機 関 名
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
うえだクリニック
奈 良 医 院
国民健康保険合川診療所
石川耳鼻咽喉科医院
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
毛利整形外科クリニック
うえだクリニック
近 藤 医 院
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

お
知
ら
せ

　誰もが持っている「ふるさと」への愛着と誇りを 30秒ＣＭ
でアピールする番組「あきたふるさと手作りＣＭ大賞」を今年
も開催します。各市町村独自の観点とアイディアでＣＭが制作
されています。笑い、感動、そして心温まる各市町村の力作を
放送に先駆け、ご覧になりませんか？
　《番組収録》
　　日　時　　11月 23 日（水）13:00（予定）～
　　場　所　　秋田県児童会館けやきシアター（秋田市）
　《応募方法》
　・ＡＡＢホームページ、携帯サイト（http://aab-tv.co.jp/）
　　応募フォームから申込みできます。
　・はがき
　（宛先）　〒010-0941　秋田市川尻町大川反 233-209　
　　　　　秋田朝日放送「ふるさとＣＭ大賞観覧希望」
　裏面に、住所・氏名・年齢・職業・電話番号・観覧希望人数
　を明記してください。
　　※締め切りは、11月 14 日（月）必着です。
　　詳しくは、秋田朝日放送販促事業部　☎018-888-1505

『あきたふるさと手作りＣＭ大賞 2011』　観覧募集

夜間当番医（　　　）日程表夜間
診療

（診療時間18：３０～21：００）
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
９
月
》

▽
慶
弔
費
1
万
０
０
０
０
円（
1
件
）

▽
会　
費
１
万
５
０
０
０
円（
２
件
）

▽
そ
の
他
３
万
３
１
０
０
円（
２
件
）

▽
合　
計
５
万
８
１
０
０
円（
５
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

北 秋 田 市 民 病 院 ☎62-7001

▼眼科 （11月）
　休診＝９日（水）
▼耳鼻咽喉科（11月）
　午後休診＝２日（水）、14日（月）
　休診＝30日（水）
▼心臓血管外科（11月）
　８時30分まで受付＝18日（金）
▼循環器内科（11月）
　８時30分まで受付＝18日（金）

の納期限税 11月30日まで国民健康保険税 第５期

　
入
札
結
果
の
公
表《
９
月
》

　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
排
水
維
持
工
事（
堂
ヶ
岱
地
区
）／
４
１

５
万
８
０
０
０
円
／
㈲
ビ
ル
ト
・
ミ
ヤ
ノ

▼
道
路
維
持
工
事（
市
道
野
尻
鳥
越
線
）／

３
４
３
万
３
５
０
０
円
／
㈲
阿
仁
土
建 

▼
排
水
維
持
工
事（
市
道
大
町
〜
西
中
岱

線
）／
５
８
２
万
７
５
０
０
円
／
㈲
千
葉

建
設
▼
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の

２
）／
７
１
７
万
１
５
０
０
円
／
㈲
松
尾

土
木
▼
集
落
基
盤
整
備
事
業（
合
川
地

区
）第
１
６
０
３
号
工
事
／
１
０
５
２
万

１
０
０
０
円
／
㈲
喜
組
▼
東
裏
簡
二
団

地
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
改
修
工
事
／
５

９
４
万
３
０
０
０
円
／
㈱
上
杉
組
▼
防

火
貯
水
槽
新
設
工
事（
坊
沢
地
区
）／
５

７
０
万
１
５
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設

▼
防
火
貯
水
槽
新
設
工
事（
上
杉
地
区
）

／
５
１
９
万
７
５
０
０
円
／
㈲
工
藤
設

備
工
業
所
▼
排
水
維
持
工
事（
市
道
天
甫

通
〜
横
町
線
／
９
９
９
万
６
０
０
０
円

／
㈲
長
岐
建
設
▼
明
田
団
地
外
壁
改
修

工
事
／
７
１
０
万
８
５
０
０
円
／
㈲
金

森
建
築
▼
米
内
沢
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
／
６
億
５
６
２
５
万
円
／
秋
田
・
佐
藤

庫
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体



23

人口と世帯数

※9月30日現在住民基本台帳による

総人口　36,669人（21人減）
　男　　17,191人（4人減）
　女　　19,478人（17人減）
出　生　16人　転　入　55人
死　亡　49人　転　出　43人
世帯数  14,506世帯（6世帯増）

前月比
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成田 ヨシさん（米代町）明治44年10月10日生まれ
藤田 アキさん（本　郷）明治44年10月25日生まれ100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

11
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62-

３
３
１
１

　
（
2
、3
、9
、16
、20
、23
か
ら
30
日
）

■
森
吉
図
書
館 

☎
72-

３
１
９
２

　
（
２
、３
、９
、16
、20
、23
、30
日
）

さ

や

ゆ

り

せ 

れ 

ん

か
い
せ
い

か

ず

と

し
ゅ
う
や

そ

ら

ほ

の

か

は

る

ま
は
な

た
い
し
ろ
う

ひ

な

た

福

田

佳

央

莉

近

藤

彩

香

藤

田

尚

子

吉

田

侑

里

香

堀

江

沙

織

櫻

井
　

優

金

さ

や

か

安

藤

良

子

草

彅

こ

ず

え

畠

山
　

唯

（（（（（（（（（

　
　
　

ま
な
ぶ

か

ず

き

そ

う

き

ち

　

　

た

く

ひ

さ

た

か

　
　
　

じ
ゅ
ん

し

ん

ご

ゆ

う

や

た

か

あ

き

し

ん

や

か

お

り

　

あ

や

か

　

な

お

こ

ゆ

り

か

　

さ

お

り

　

　

　

ゆ

う

　

り

ょ

う

こ

　

　

　

　

ゆ

い

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

高

野

尻

与

助

岱

元

町

舟

見

町

坊
沢
大
町

上
小
阿
仁
村

五

味

堀

神

成

神

成

阿
仁
小
様

鎌

沢

三

種

町

男

鹿

市

川

井

下

家

下

下

杉

本
城
荒
町

大

館

市

仙

北

市

木

戸

石

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

☎
78-

９
２
９
０

　
（
３
、５
、６
、12
、13
、19
、20
、23
、26
、27
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78-

４
０
２
５

　
（
７
日
、14
日
、21
日
、28
日
）

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

広報きたあきた　２３．11．１



広報きたあきた　２３．１０．１ 28

編
集
・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　
〒
０
１
８-

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号　
☎
０
１
８
６-

62-

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６-
63-
２
５
８
６　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.kitaakita.akita.jp

編
集
・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　
〒
０
１
８-

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号　
☎
０
１
８
６-

62-

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６-
63-
２
５
８
６　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.kitaakita.akita.jp

24広報きたあきた　２３．11．１

ファルコンシネマ 入場無料

北秋田市民限定企画
平成23年度　北秋田市文化会館自主公演事業

「ロック～わんこの島～」

北秋田市民限定企画
平成23年度　北秋田市文化会館自主公演事業

平成23年度　北秋田市文化会館自主公演事業

「ロック～わんこの島～」

北秋田市ゆかりの音楽家

加登萌々子・
　加畑嶺デュオリサイタル
５大陸クラシック!?世界はこんなに音楽であふれている  

一般　1,000円　高校生以下 500円
■入場料金（当日500円増）
開場13:30 開演14:00 北秋田市文化会館

11/12SAT2011

■プレイガイド
【北秋田市】

【大 館 市】

【北秋田市】

【大 館 市】

日活書店／北秋協販／福助堂／ひまわりの家／森吉
コミュニティセンター／阿仁公民館／合川公民館／北
秋田市中央公民館／北秋田市文化会館
大館市民文化会館　【能代市】能代市文化会館

日活書店／北秋協販／福助堂／ひまわりの家／森吉
コミュニティセンター／阿仁公民館／合川公民館／北
秋田市中央公民館／北秋田市文化会館
大館市民文化会館　【能代市】能代市文化会館

■お問い合わせ■お問い合わせ 北秋田市文化会館　☎62-3311北秋田市文化会館　☎62-3311

piano
    &
   violin

 [全席自由・消費税込]

入場には整理券（無料）が必要です。
11月 5日（土）午前 10時より入場整理券配布
（お１人様　６枚まで）
※整理券配布の際、身分証明書をご持参下さい。

〈整理券取扱所〉　
日活書店 / 北秋協販 / 福助堂 / ひまわりの家 / 森
吉コミュニティセンター / 阿仁公民館 / 合川公民
館 / 北秋田市中央公民館 / 北秋田市文化会館
　整理券の配布は無くなり次第終了します。
　（昼・夜の部それぞれ 604枚）
お問い合わせ　北秋田市文化会館　☎62-3311

と　き　2011年 12月４日（日）
　　　　①昼の部《開場 13：30　上映 14：00》
　　　　②夜の部《開場 18：00　上映 18：30》
ところ　北秋田市文化会館




